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農業と国土

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
ネ

ッ
ト
」
は
、
ご
く
普
通
の
主
婦
で

あ
る
西
本
由
美
子
理
事
長
は
じ
め

地
元
の
方
々
が
集
い
、「
福
島
県

民
及
び
一
般
市
民
に
対
し
て
、
ま

ち
・
み
ち
・
地
域
づ
く
り
、
景
観

づ
く
り
の
推
進
活
動
等
に
関
す
る

事
業
を
行
い
、
楽
し
く
住
み
や
す

い
地
域
社
会
の
実
現
な
ど
に
寄
与

す
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
20

年
３
月
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
設
立
さ
れ

た
。
そ
れ
ま
で
も
平
成
17
年
９
月

か
ら
沿
線
の
高
校
生
等
の
参
加
に

よ
る
国
道
６
号
の
ゴ
ミ
拾
い
、「
こ

ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
未
来
の
ま
ち

を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」、
平
成

19
年
12
月
の
「
日
本
風
景
街
道
」

登
録
な
ど
活
動
を
続
け
、
設
立
後

は
活
動
範
囲
も
当
初
の
相
双
地
域

か
ら
福
島
県
、
東
北
に
広
が
り
、

全
国
の
高
校
生
を
対
象
に
し
た

「
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
サ
ミ
ッ
トin

東

北
」
を
実
施
す
る
な
ど
、
大
き
な

活
動
展
開
を
し
て
き
て
い
る
。

　更
に
、
平
成
23
年
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
福
島
第
一
原
発
の
事
故

で
、
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
を
後
に

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
人
々
が
、

い
つ
か
戻
れ
る
日
に
満
開
の
桜
が

迎
え
て
く
れ
る
こ
と
を
夢
見
て

「
30
年
後
の
故
郷
に
贈
る
、
ふ
く

し
ま
浜
街
道
・
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
。

　日
本
は
「
み
ち
の
文
化
」
だ
。「
み

ち
」
の
「
み
」
に
意
味
は
な
く
、
あ

っ
ち
こ
っ
ち
の
意
で
あ
る
「
ち
」
の

文
化
で
あ
る
。「
ち
」
が
交
わ
る
と

こ
ろ
・
分
か
れ
る
と
こ
ろ
が
「
ち
ま

た
」。
巷
の
賑
わ
い
、
そ
こ
に
市
が

出
来
、
集
落
が
出
来
、「
む
ら
」
や

「
ま
ち
」
に
発
展
し
て
き
た
の
が
我

が
国
の
地
域
発
展
の
歴
史
で
あ
る
。

私
は
３
年
前
退
官
を
契
機
に
ハ
ッ

ピ
ー
ロ
ー
ド
の
特
別
名
誉
顧
問
を

受
け
そ
の
活
動
を
支
援
し
て
お
り
、

こ
の
「
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
寄
付
金

の
呼
び
か
け
人
も
勤
め
て
い
る
（
詳

細
は
「
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
」
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
願
い
ま
す
）。

　「ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
」
は
、
９

月
下
旬
視
察
し
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
事
故
後
建
設
さ
れ
た
「
夢
の
街

ス
ラ
ブ
チ
ッ
チ
」
に
学
び
、
福
島

第
一
原
発
事
故
で
被
災
さ
れ
た
地

域
に
若
い
世
代
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
取
り
組

み
を
開
始
し
て
い
る
。「
み
ち
」

か
ら
「
ま
ち
」
へ
の
進
化
で
あ
る
。

　「
道
の
駅
」
登
録
か
ら
20
年
、

進
化
を
祈
念
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
ネ
ッ
ト
」
の
活
動

脱
原
発
と
シ
ェ
ー
ナ
ウ
の
想
い

　小
泉
元
首
相
の
脱
原
発
論
が
話

題
を
呼
ぶ
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
核

廃
棄
物
施
設
「
オ
ン
カ
ロ
」
や
、

脱
原
発
を
宣
言
し
風
力
や
太
陽
光

な
ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
進
国
に

躍
り
出
た
ド
イ
ツ
を
視
察
し
て
脱

原
発
論
に
転
換
し
た
。
原
発
反
対

の
野
党
統
合
を
目
指
す
の
で
は
な

く
、
市
民
と
し
て
の
行
動
の
大
切

さ
を
世
に
問
う
発
言
だ
と
い
う
。

小
泉
発
言
に
触
発
さ
れ
「
シ
ェ
ー

ナ
ウ
の
想
い
」
と
い
う
映
画
を
思

い
出
し
た
。
ド
イ
ツ
南
西
部
シ
ュ

バ
ル
ト
バ
ル
ト(

黒
い
森)

に
あ

る
シ
ェ
ー
ナ
ウ
と
い
う
２
５
０
０

人
の
小
さ
な
町
の
話
だ
。

　１
９
８
６
年
に
起
き
た
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
か
ら
子
供
た

ち
の
命
を
守
る
運
動
に
始
ま
り
、

実
現
不
可
能
と
思
わ
れ
た
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
供
給

に
成
功
、
今
で
は
ド
イ
ツ
国
内
に

11
万
人
も
の
顧
客
を
有
す
る
「
市

民
に
よ
る
電
力
会
社
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
を

立
ち
上
げ
た
。

　私
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
の
翌
年
か
ら
３
年
間
、
当
時
の

西
ド
イ
ツ
に
駐
在
し
、
当
時
の
東

欧
諸
国
か
ら
脱
脂
粉
乳
を
日
本
に

輸
出
す
る
仕
事
に
携
わ
っ
た
。
脱

脂
粉
乳
か
ら
か
な
り
の
放
射
能
が

検
出
さ
れ
、
日
本
へ
の
輸
出
用
か

ら
外
し
た
。
だ
が
、
東
西
合
併
後

の
ド
イ
ツ
で
、
こ
ん
な
市
民
運
動

が
あ
っ
た
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。

福
島
の
原
発
事
故
直
後
、
ド
イ
ツ

政
府
が
脱
原
発
に
大
き
く
舵
を
切

っ
た
時
に
は
驚
い
た
。
ド
イ
ツ
で

い
く
ら
環
境
政
策
が
徹
底
さ
れ
て

い
て
も
、
脱
原
発
ま
で
踏
み
込
む

と
は
思
え
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

　西
独
時
代
か
ら
ド
イ
ツ
の
節
電

対
策
は
徹
底
し
て
い
た
。
家
庭
で

は
日
本
の
よ
う
に
明
々
と
し
た
部

屋
全
体
の
照
明
で
は
な
く
ス
ポ
ッ

ト
照
明
が
主
体
、
台
所
は
オ
ー
ル

電
化
だ
が
あ
ま
り
料
理
を
せ
ず
電

気
を
使
わ
な
い
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

ホ
ー
ル
な
ど
公
共
ス
ペ
ー
ス
は
自

動
的
に
照
明
が
消
え
、
屋
外
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
は
人
を
感
知
し
な
い

と
動
か
な
い
。
土
日
は
店
が
休
み

で
店
内
の
ス
ポ
ッ
ト
照
明
で
商
品

を
見
定
め
平
日
に
買
い
物
。
24
時

間
コ
ン
ビ
ニ
も
無
い
し
自
動
販
売

機
も
殆
ど
見
か
け
な
い
。

　そ
ん
な
生
活
ス
タ
イ
ル
は
今
も

変
わ
ら
ず
、
電
力
供
給
に
不
安
を

感
じ
さ
せ
る
脱
原
発
に
転
換
す
る

と
は
、
理
論
的
な
ド
イ
ツ
人
で
は

考
え
ら
れ
ず
、
印
象
で
は
ド
イ
ツ

は
市
民
運
動
が
あ
ま
り
活
発
と
は

思
わ
な
か
っ
た
。
個
人
主
義
が
徹

底
し
、
一
度
法
律
で
決
ま
る
と
徹

底
的
に
遵
守
す
る
国
民
性
。
故
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
変
わ
っ
た

人
種
と
思
わ
れ
、
２
回
も
世
界
大

戦
を
引
き
起
こ
し
た
の
は
、
批
判

精
神
に
欠
け
た
国
民
性
に
あ
る
の

で
は
と
ま
で
言
わ
れ
た
。
緑
の
党

は
当
時
か
ら
過
激
な
環
境
運
動
を

展
開
し
て
い
た
が
、
一
般
市
民
の

支
持
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。

　映
画
は
私
の
ド
イ
ツ
人
観
を
変

え
た
。
ド
イ
ツ
人
は
国
が
定
め
た

仕
組
み
に
従
順
で
、
市
民
運
動
に

よ
っ
て
仕
組
み
を
変
え
る
よ
う
な

パ
ワ
ー
は
持
た
な
い
と
思
っ
て
い

た
が
、
こ
の
映
画
で
ド
イ
ツ
人
の

新
た
な
パ
ワ
ー
を
発
見
し
た
。
従

来
の
市
民
運
動
は
「
反
対
運
動
」

で
そ
れ
以
上
で
は
無
か
っ
た
が
、

シ
ェ
ー
ナ
ウ
の
市
民
運
動
は
市
民

の
手
で
社
会
の
仕
組
み
を
変
え
ら

れ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。

　今
の
日
本
も
原
発
反
対
運
動
や

農
業
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
Ｔ

Ｐ
Ｐ
反
対
運
動
の
デ
モ
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。
私
は
農
業
関
係
者
だ

か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
や
政
府
が
検
討

を
進
め
る
減
反
廃
止
政
策
な
ど
に

考
え
や
思
い
は
あ
る
。

　だ
が
反
対
運
動
だ
け
で
社
会
の

仕
組
み
は
変
わ
ら
な
い
。

　桟
橋
の
調
査
研
究
の
た
めPiers�

研
究
会
（
会
長
・

古
土
井
光
昭
氏
）
が
発
足
し
た
。
何
故
、
当
時
の
英
国

人
は
海
岸
リ
ゾ
ー
ト
を
好
ん
だ
か
？
何
故
、
当
時
１
０

０
本
を
超
え
る
桟
橋
を
造
っ
た
か
？
何
故
、
多
く
の
桟

橋
が
１
５
０
年
間
余
り
営
々
と
守
り
続
け
ら
れ
た
か
？

…
な
ど
様
々
な
議
論
が
始
ま
っ
た
。
英
国
の
大
半
は
、

な
だ
ら
か
な
丘
陵
地
と
平
原
。
本
土
最
高
峰
で
も
ベ
ン

・
ネ
ヴ
ィ
ス
山
１
３
４
４
㍍
。
人
口
と
産
業
が
集
積
し
、

桟
橋
の
大
半
が
位
置
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
は
、
90

％
以
上
が
こ
の
よ
う
な
地
形
。
国
土
の
７
割
が
山
岳
地

帯
の
我
が
国
は
、
リ
ゾ
ー
ト
の
場
と
し
て
海
と
山
の
選

択
が
あ
る
一
方
、
英
国
人
は
海
へ
の
想
い
が
よ
り
強
い

の
で
は
な
い
か
。

　既
に
１
７
０
０
年
代
か
ら
北
海
に
面
す
る
ス
カ
ー
バ

ラ
や
マ
ー
ゲ
ー
ト
に
は
海
岸
リ
ゾ
ー
ト
が
発
達
。
さ
ら

に
拍
車
を
か
け
た
の
が
１
７
５
４
年
に
ラ
ッ
セ
ル
博
士

が
提
唱
し
た
「
健
康
へ
の
海
の
効
用
」。
裕
福
な
人
々

を
海
岸
リ
ゾ
ー
ト
に
駆
り
立
て
た
。産
業
革
命
の
頃
は
、

海と共に生きる② 英国人の海への想い

12

労
働
時
間
短
縮
が
求
め
ら

れ
１
８
７
１
年
に
４
日
間

休
暇
が
義
務
づ
け
ら
れ
、

英
国
北
西
部
の
工
業
地
帯

の
労
働
者
に
広
ま
っ
た
。

同
時
期
に
、
鉄
道
が
１
８

４
０
年
に
１
８
５
７
㌔
㍍

だ
っ
た
の
が
１
万
６
０
０

０
㌔
㍍
程
ま
で
飛
躍
的
に

発
達
し
て
、
海
岸
リ
ゾ
ー

ト
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
格

段
に
向
上
し
、
併
せ
て
熱

狂
的
な
鉄
道
事
業
へ
の
投

資
は
桟
橋
建
設
に
も
向
い
た
。

　緯
度
は
日
本
の
最
北
端
稚
内
よ
り
高
い
が
、
冬
は
さ

ほ
ど
寒
く
な
く
桟
橋
上
の
パ
ビ
リ
オ
ン
や
劇
場
は
「
冬

の
庭
園
」
と
呼
ば
れ
、
夏
は
海
水
浴
す
る
ほ
ど
暑
く
な

い
も
の
の
、
夜
９
時
頃
ま
で
明
る
い
。
今
回
調
査
し
た

英
国
最
大
の
海
岸
リ
ゾ
ー
ト
地
ブ
ラ
イ
ト
ン
は
、
ロ
ン

ド
ン
か
ら
特
急
列
車
で
１
時
間
近
く
。
桟
橋
上
や
周
辺

で
音
楽
を
聴
い
た
り
食
事
を
し
、
た
だ
海
を
ボ
ー
と
眺

め
た
り
散
策
し
て
過
ご
す
。
英
国
人
に
と
っ
て
海
岸
リ

ゾ
ー
ト
は
、
今
も
っ
て
根
強
い
人
気
が
あ
る
。

　歴
史
の
香
り
を
漂
わ
せ
な
が
ら
魅
力
的
に
地
元
に
溶

け
込
ん
で
い
る
桟
橋
を
中
心
と
し
た
多
く
の
海
岸
リ
ゾ

ー
ト
地
。
英
国
人
の
そ
の
構
築
の
考
え
方
に
何
か
ヒ
ン

ト
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。（
一
般
財
団
法
人
沿
岸
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー

　八
尋
明
彦
）

今回調査したブライトン桟橋（左）
と1898年当時の海岸での遊び　

原発再稼動へ安全審査を申請した原発の 1 つ、
九州電力玄海原発（名護屋城跡からの遠望）

伊万里
山口�良文�ふるさと村係長

　イチオシは、絶品として名高い伊万里

佐賀県伊万里市南波多町井手野 2754-9
国道 202 号　　TEL.0955-24-2252
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の厳選極上ステーキをリーズナブルな価格にてご
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小ねぎ丼の郷土食もよく出ます。焼き物陶芸体験
館でロクロや絵付けも体験してください

こもち
小野�満支配人

　草津・伊香保温泉への玄関口に位置し、

群馬県渋川市白井 2318-1
国道 17 号　　TEL.0279-60-6600　

白壁造りのお城を思わせる建物に直売所と地域食
材レストランを併設しています。日本一のこんにゃ
くをはじめ地場特産物を取りそろえ、笑顔のおも
てなしでお客様をお迎えいたします。春にお越し
の節は名所「白井宿八重桜」でお楽しみください。

にしかわ
澁谷�隆弘 駅長

　出羽三山の主峰、月山の恩恵を受け
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は当駅で製造しています。春の山菜、秋のきのこ
と四季の幸を存分に楽しめ、夏スキーも有名です。
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国
の
政
策
を
変
え
る
市
民

　改
革
を
志
す
人
を
選
挙
で
選
ん

で
社
会
の
仕
組
み
を
変
え
よ
う
に

も
時
間
が
か
か
り
、
志
し
た
人
も
熱

意
が
薄
れ
る
。
今
の
民
主
主
義
ル
ー

ル
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
前
提
と
し

て
い
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
企

業
の
利
害
と
市
民
の
利
害
が
対
立

す
る
状
況
下
で
民
主
主
義
は
政
治

的
解
決
能
力
を
失
い
、
反
対
運
動
は

自
己
満
足
と
利
害
関
係
団
体
の
ア

リ
バ
イ
証
明
に
終
わ
っ
て
い
る
。

　日
本
の
原
発
反
対
運
動
も
市
民

が
参
画
で
き
る
の
は
国
会
前
の
デ

モ
と
次
期
選
挙
ぐ
ら
い
。
選
挙
で

ど
の
政
党
が
主
導
権
を
握
ろ
う

が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
利
害
関

係
に
は
対
抗
で
き
な
い
。
市
民
は

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
何
ら
か
の
関

係
で
繋
が
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　「シ
ェ
ー
ナ
ウ
の
想
い
」
で
も

電
力
会
社
や
官
僚
の
圧
力
に
市
民

が
屈
し
か
け
た
が
妥
協
せ
ず
、
支

援
の
活
動
の
輪
を
広
げ
て
対
抗
し

た
。
自
分
た
ち
が
住
む
町
、
子
ど

も
や
孫
の
未
来
を
思
う
こ
と
が
パ

ワ
ー
を
生
み
、
人
任
せ
に
せ
ず
徹

底
的
に
自
分
た
ち
の
手
作
り
の
仕

組
み
を
作
っ
た
の
だ
。

　日
本
で
も
自
分
た
ち
の
地
域
の

電
力
を
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
供
給

す
る
取
り
組
み
が
各
地
で
始
ま
っ

て
い
る
。
シ
ェ
ー
ナ
ウ
で
は
市
民

の
情
報
発
信
か
ら
始
ま
り
、
自
分

た
ち
の
電
力
会
社
を
作
っ
て
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
を
実
現
、
国

の
政
策
ま
で
変
え
た
。
日
本
で
は

ま
だ
国
の
政
策
を
変
え
る
ほ
ど
の

パ
ワ
ー
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　小
泉
さ
ん
が
脱
原
発
論
で
「
政

党
で
は
な
く
世
論
が
変
え
る
」
と

言
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
こ
と
を

肌
で
感
じ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
政

治
家
小
泉
で
な
く
市
民
小
泉
と
し

て
の
発
言
だ
と
認
識
し
た
い
。

　シ
ェ
ー
ナ
ウ
の
映
画
は
従
来
の

民
主
主
義
に
基
づ
く
政
治
の
仕
組

み
を
見
直
し
、
選
挙
だ
け
に
頼
ら

ず
、
自
分
た
ち
の
地
域
の
取
り
組

み
の
積
み
重
ね
が
社
会
を
変
え
る

パ
ワ
ー
を
持
つ
と
教
え
て
い
る
。

　福
島
の
原
発
事
故
で
警
戒
区
域

に
な
り
休
館
中
の
福
島
県
楢
葉
町

の
道
の
駅
「
な
ら
は
」
は
今
、
双

葉
警
察
署
の
臨
時
庁
舎
に
な
っ
て

い
る
。
そ
こ
に
市
民
運
動
を
展
開

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
拠
点
を
構
え
、
自

分
た
ち
の
町
づ
く
り
に
活
動
中
と

聞
く
。
日
本
の
市
民
運
動
も
徐
々

に
た
く
ま
し
く
な
っ
て
い
る
。

「
ア
ム
ー
ル
ト
ラ
」
を
撮
影

動
物
写
真
家

福
田
俊
司
さ
ん

　英
国
の
世
界
的
な
ネ
イ
チ
ャ

ー
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
「
Ｂ
Ｂ
Ｃ

　ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
・
フ
ォ
ト

グ
ラ
フ
ァ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ

ヤ
ー

　２
０
１
３
」
で
10
月
、

ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ダ
レ
ル
賞
を
受

賞
し
た
。
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し

て
い
る
動
物
写
真
に
対
す
る
特

別
賞
で
、
シ
ベ
リ
ア
の
「
ア
ム

ー
ル
ト
ラ
」
が
１
位
に
。
ア
ム

ー
ル
ト
ラ
の
確
認
さ
れ
る
生
息

域
は
、
ロ
シ
ア
と
中
国
東
北
部

の
国
境
を
流
れ
る
ア
ム
ー
ル
川

や
ウ
ス
リ
ー
川
周
辺
の
タ
イ
ガ

の
何
か
が
変
わ
り
ま
し
た
。
シ

ベ
リ
ア
に
通
っ
て
分
か
っ
た
こ

と
は
、
身
近
な
日
本
の
テ
ー
マ

を
撮
る
こ
と
。
ま
だ
65
歳
。
ど

こ
ま
で
自
分
の
動
物
写
真
を
昇

華
で
き
る
か
」。
新
た
な
挑
戦

へ
の
抱
負
を
語
る
。

　１
９
９
１
年
、
シ
ベ
リ
ア
を

訪
れ
約
20
年
、
極
東
カ
ム
チ
ャ

ッ
カ
の
秘
境
で
ロ
シ
ア
の
探
検

家
と
寝
食
を
共
に
。
取
材
は
１

７
０
０
日
に
及
び
、
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ッ
ク
か
ら
西
３
５
０
㌔
の

ベ
ト
ロ
フ
湾
が
撮
影
に
ふ
さ
わ

し
い
と
分
か
っ
た
。

　高
価
な
カ
メ
ラ
を
過
酷
な
タ

イ
ガ
に
自
動
撮
影
装
置
を
セ
ッ

ト
し
て
長
期
間
放
置
、
撮
影
を

４
回
試
み
た
。
機
材
が
盗
ま
れ

津
波
で
流
さ
れ
た
こ
と
も
。
何

度
か
失
敗
の
後
、
幻
の
ト
ラ
の

撮
影
に
成
功
。
だ
が
、
己
の
目

で
直
接
確
認
し
て
シ
ャ
タ
ー
を

切
り
た
か
っ
た
。

ミ
ー
極
東
支
部
海
洋
生
物
学
研
究
所
名
誉
会
員
。
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
動

物
写
真
家
協
会
会
員
。
著
書
に
「
シ
ベ
リ
ア
大
自
然
」(

朝
日
新
聞
社)

、「
シ

ベ
リ
ア
動
物
誌
」(

岩
波
書
店)

、「
ア
ム
ー
ル
ト
ラ
を
追
う
」（
東
洋
書
店
）な
ど
。

　１
９
４
８
年
、宇
都
宮
市
生
ま
れ
、

上
智
大
学
法
学
部
卒
。
長
年
ロ
シ
ア

極
東
部
の
秘
境
で
活
動
。
日
本
写
真

家
協
会
会
員
。
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ

　２
０
１
２
年
２
月
、通
称「
危

険
な
湾
」
の
上
に
作
っ
た
氷
点

下
30
度
に
耐
え
る
小
屋
に
籠
り

延
べ
50
日
目
。嵐
が
去
っ
た
朝
、

肉
眼
で
１
５
０
㍍
の
距
離
に
雌

の
ト
ラ
を
見
た
。「
な
ん
と
荘

厳
な
生
き
物
な
の
だ
」。
感
動

の
瞬
間
を
振
り
返
る
。

　12
月
、
酷
暑
の
ア
ラ
ブ
首
長

国
連
邦
に
招
待
さ
れ
、
建
国
記

念
日
式
典
に
列
席
、
ド
バ
イ
の

ト
ラ
ベ
ラ
ー
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
参
加
す
る
。
ス
ポ
ン
サ

ー
は
国
王
。「
冒
険
写
真
家
と

し
て
唯
一
の
写
真
展
と
ス
ピ
ー

チ
を
し
ま
す
。
折
角
の
機
会
だ

か
ら
、
極
寒
の
シ
ベ
リ
ア
で
の

ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
を
語
り
、
撮

影
体
験
を
交
え
な
が
ら
、
日
本

人
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
伝
え

た
い
」
と
意
欲
満
々
だ
。

　12
月
８
日
、
摂
氏
40
度
の
ド

バ
イ
を
発
ち
、
マ
イ
ナ
ス
20
度

の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
。
Ｗ
Ｗ

Ｆ
ア
ム
ー
ル
支
部
ト
ラ
保
護
チ

ー
ム
と
の
受
賞
祝
い
が
あ
る
。

と
北
朝
鮮
だ
。

　授
賞
式
は
ロ
ン
ド
ン
の
自
然

史
博
物
館
ロ
ビ
ー
。
晩
餐
会
に

は
紋
付
羽
織
袴
姿
で
憲
子
夫
人

と
臨
ん
だ
。「
受
賞
し
て
自
分
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「道の駅の情報機能」に関するアンケート 第 39 号 「道の駅の情報機能」に関するアンケート　回答用紙

Q1.　地域振興や観光誘致にとって、また、大規模災害時等で、道の
駅の情報機能の重要性が増していますが、今後、道の駅でも公衆無線
LAN「Wi-Fi( ワイファイ )」の設置は必要であると思いますか ?

1. 必要である
2. 必要ではない
3. どちらともいえない

Q2.　今まであなたが行った道の駅で公衆無線 LAN「WiFi( ワイファ
イ )」が設置されていた所はありましたか ?

1. あった
2. なかった

Q3.(Q2 で「1. あった」とお答えした方のみ )　公衆無線 LAN「WiFi( ワ
イファイ )」が設置されていた道の駅の駅名を教えてください。

駅名 (� )
駅名 (� )
駅名 (� )
駅名 (� )
駅名 (� )
駅名 (� )
駅名 (� )
駅名 (� )

Q4.　東京オリンピックの開催が決まり、今後、外国人観光客の増加
が見込まれていますが、道の駅にも外国人向けの案内板やパンフレッ
トが必要になると思いますか ?
1. 必要になる　　2. 必要ではない　　3. どちらともいえない

Q5.　道の駅の情報機能について何かご意見・ご感想がありましたら
お聞かせください。

Q6.　この新聞はどの道の駅で入手しましたか ?

Q1:　　1　　　2　　　3

Q2:　　1　　　2

Q3:� 駅名 (　　　　　　　　　　　　　　)　

� 駅名 (　　　　　　　　　　)

� 駅名 (　　　　　　　　　　　　　　)　

� 駅名 (　　　　　　　　　　)

� 駅名 (　　　　　　　　　　　　　　)　

� 駅名 (　　　　　　　　　　)

� 駅名 (　　　　　　　　　　　　　　)　

� 駅名 (　　　　　　　　　　)

Q4:　　1　　　2　　　3

Q5:　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Q6:　　 駅 名 (　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)　　　

フリガナ���：　　　　　　　　　　　　

お　名　前：　

　　　　　　　　　　　　　　　　

郵便番号〒：

ご　住　所：

お電話番号：（　　　　）－（　　　　）－（　　　　）

性　　　別：　　男　　　女

年　　　齢：　　歳

ご　職　業：

通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

　ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う

と
、
毎
号
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
本
紙
で
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
道
の
駅
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
係
の
諸
団
体
な

ど
に
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の

み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
回

答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
20
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　回答用紙に記入して点線
に沿って切り抜き、ハガキ
に貼って投函してくださ
い。ホームページ（http://
www.route-press21st.jp）
からも回答できます。締
切は平成 26 年１月 31 日。
宛先は、〒 102-0075 東京
都千代田区三番町７－１朝
日三番町プラザ　ＮＰＯ法
人�人と道研究会

ご回答方法

北信州やまのうち
湯本�富佐司 店長

　スノーモンキーで世界にも注目され

長野県山ノ内町佐野 393-2
国道 292 号　　TEL.0269-31-1008

る「地獄谷野猿公苑」など有数の観光地を抱えて
おり、どうぞ、「よってかっしゃい。見てかっしゃ
い！」。お奨めのお土産は、手作り温泉まんじゅう、
おやき、野沢菜漬、信州みそ。食堂は地粉自家製
麺の蕎麦中心で、天ざる特盛が特に人気です。

高松
沖野�勇樹 駅長

　能登・加賀国境にあって上り線（里

石川県かほく市二ツ屋フ 16-3
のと里山海道高松SA内　　TEL.076-281-2221

山館）と下り線（里海館）の２つからなり、日
本海が一望できる道の駅。夕日がロマンチック
です。食事コーナーでは、あぶり豚のと塩麺（里
海館）、かほくコロッケ定食（里山館）が好評
です。

鯉が窪
水上�真一 代表取締役社長

　岡山県の北西部、古くから珍しい植物が

岡山県新見市哲西町矢田 3585-1
国道 182 号　　TEL.0867-94-9017

生育し国の天然記念物に指定されている「鯉が窪湿
原」の近くです。駅内にパン工房があり、自社米粉
製粉所でつくる微細粒粉という独自の製粉を生かし
た焼き立てのパンが食べられると評判です。日曜日
には本格石窯での米粉ピザづくり体験もできます。


